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小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP http://www1.city.obama.fukui.jp/ 

▼
と
き　

３
月
１
日
㊌
〜
３
日
㊎

　
　
　
　

９
時
〜
17
時（
３
日
は
15
時
）

▼
と
こ
ろ　
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル（
大
手
町
）

▼
内
容　

小
浜
市
華
道
連
合
会
に
よ

　

る
生
け
花
展
「
春
の
息
吹
」（
無
料
）

▼
と
き　

３
月
14
日
㊋
、
17
日
㊎
、

　

18
日
㊏　

い
ず
れ
も
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

食
文
化
館（
川
崎
三
丁
目
）

▼
内
容　

春
キ
ャ
ベ
ツ
と
新
タ
マ
ネ

　

ギ
の
オ
イ
ル
蒸
し
、
サ
ケ
の
味
噌

　

マ
ヨ
焼
き
、
だ
し
巻
き
、
黒
豆
飯
、

　

桜
も
ち

▼
定
員　

各
先
着
30
人

▼
参
加
費　

７
０
０
円

▼
申
込
期
限　

実
施
日
の
３
日
前

　
市
で
は
、
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国

体
・
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
の
公

式
ダ
ン
ス
「
は
ぴ
ね
す
ダ
ン
ス
」
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
14
日
㊋

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館（
大
手
町
）

▼
申
し
込
み　

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー

　

ツ
大
会
推
進
課
（
庁
舎
２
階
）
に

　

備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
を
提
出

※
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、「
小
浜

　

市
国
体
」
で
検
索

▼
と
き　

３
月
11
日
㊏
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
四
谷
町
）

▼
内
容　

専
門
家
（
弁
護
士
、
精
神

　

科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
産
業
カ

　

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
就
労
支
援
員
、
保

　

健
師
ほ
か
）
に
よ
る
個
別
相
談

※
相
談
無
料
。
要
事
前
予
約

　

市
で
は
、
小
浜
を
訪
問
し
た
外
国

人
対
応
の
た
め
の
通
訳
と
、
届
い
た

文
書
を
翻
訳
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、

　

タ
ガ
ロ
グ
語
の
い
ず
れ
か
の
通
訳

　

が
可
能
な
人

※
翻
訳
は
、
あ
い
さ
つ
文
や
各
種
紹

　

介
文
の
外
国
語
訳
。
外
国
語
で
届

　

い
た
文
書
の
日
本
語
訳

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８
月
の

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
合
わ
せ

て
、
推
進
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

小
学
生
以
上

▼
募
集
期
限　
３
月
31
日
㊎
当
日
必
着

▼
部
門　

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の

　

部
、
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

※
詳
し
く
は
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ（「
平
成
29
年
度
道
路
ふ
れ

　

あ
い
月
間
標
語
」で
検
索
）を
確
認

今月のイベント

しりつとしょかん おはなしかい
とき　3 月 11 日㊏
　　　① 10 時 30 分〜
　　　② 11 時〜
　　　③ 14 時 30 分〜
内容　① 0 〜 2 歳向け
　　　②③ 3 歳以上向け

おばま児童文学会「風夢」
のおはなし会

とき　3 月 25 日㊏ 11 時〜

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

■
市
立
図
書
館

くらしの情 報

Obama City Information 市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

イ
ベ
ン
ト

募
集

季
節
の
調
理
体
験（
３
月
編
）

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
☎
53
・
１
０
０
０

は
ぴ
ね
す
ダ
ン
ス
講
習
会

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
課
☎
64
・
６
０
７
１

悩
み
ご
と
何
で
も
相
談
会

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
１
３
０
０

通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

商
工
観
光
課
☎
64
・
６
０
２
０

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
推
進
標
語

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
２
７

⓭ 広報おばま　平成 29. 3

■若狭おばま日本遺産大学（特別編）
　「鯖街道の魅力を正しく伝えるために」
　▶とき　3 月 10 日㊎ 14 時〜15 時 30 分
　▶講師　黒

く ろ だ

田尚
なおつぐ

嗣さん（クラブツーリ
　　　　　ズム テーマ旅行部門顧問）
　▶料金　無料
　問商工観光課☎ 64・6019

■ふくい伝統芸能特別公開
　▶とき　3 月 18 日㊏ 13 時 30 分〜
　▶出演　若狭能倉座の神事能（若狭町）
　　　　　天満社例祭神事（若狭町）
　　　　　長畝日向神楽（坂井市）
　　　　　下村の獅子舞（おおい町）
　▶料金　無料
　問県生涯学習・文化財課☎ 0776・20・0579

■第 3回旭座上方落語会
　▶とき　3 月 19 日㊐ 14 時〜
　▶出演　桂

かつら

三
さんきん

金、笑
しょうふくてい

福亭由
ゆうへい

瓶、笑
しょうふくてい

福亭
　　　　　呂

ろ ち く

竹、月
つきてい

亭方
ほ う き

気
　▶料金　2,000 円
　問まちの駅☎ 52・2000

■桂福丸落語会
　▶とき　3 月 22 日㊌
　　　　　① 15 時〜② 19 時〜
　▶出演　桂

かつら

福
ふくまる

丸、桂
かつら

二
に よ う

葉
　▶料金　2,000 円
　問ちりとて落語の会☎ 53・0878

■若狭おばま日本遺産大学（第 5回）
　「若狭の食文化と食のまちづくり」
　▶とき　3 月 23 日㊍ 18 時 30 分〜 20 時
　▶講師　中

な か た

田典
の り こ

子主幹（食のまちづくり課）
　▶料金　無料
　問商工観光課☎ 64・6019

まちの駅「旭座」イベント情報

▼
と
き　

３
月
18
日
㊏
17
時
開
演

▼
と
こ
ろ　

萬
徳
寺
客
殿
（
金
屋
）

▼
出
演　

多
民
族
芸
能
楽
団「
わ
た
ら
」

▼
料
金　

一
般
２
５
０
０
円
、
高
校

　

生
以
下
１
０
０
０
円

※
前
売
り
券
は
文
化
会
館
ま
で

▼
と
き　

３
月
８
日
㊌

　
　
　
　

14
時
〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

パ
レ
ア
若
狭（
若
狭
町
）

▼
内
容　

鯖
街
道
を
資
源
と
し
た
地

　

域
活
性
化
講
演
会
、
商
品
発
表
会

▼
料
金　

無
料
（
要
申
込
）

▼
申
し
込
み　

３
月
１
日
㊌
ま
で
に

　

若
狭
町
政
策
推
進
課
☎
０
７
７
０
・

　

45
・
９
１
１
２

▼
と
き　

３
月
７
日
㊋

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小

　

浜
病
院
（
大
手
町
）

▼
内
容　

漢
方
薬
に
よ
く
使
わ
れ
て

　

い
る
薬
草
を
分
か
り
や
す
く
解
説

▼
講
師　

渡わ
た
な
べ辺
斉ひ

と
し

さ
ん
（
日
本
植
物

　

園
協
会
名
誉
会
員
）

▼
料
金　

無
料

▼
期
間　

３
月
27
日
㊊
ま
で

　

い
ず
れ
も
９
時
〜
17
時
（
入
館
は

　

16
時
30
分
ま
で
）
※
火
曜
休
館

と
こ
ろ　

山
川
登
美
子
記
念
館
（
千

　

種
一
丁
目
）

▼
内
容　

登
美
子
の
恋
の
歌
や
恋
愛

　

運
ア
ッ
プ
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介

▼
料
金　

大
人
３
０
０
円
、高
校
・
大

　

学
生
２
０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料

海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
音
楽
祭

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

つ
き
イ
チ「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
」

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

薬
草
に
つ
い
て
の
講
演
会

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院
☎
52
・
０
９
９
０

春
の
企
画
展
「
登
美
子
と
恋
す
る

〜
登
美
子
記
念
館
に
春
が
来
る
〜
」

山
川
登
美
子
記
念
館
☎
52
・
３
２
２
１

日
本
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
鯖
街
道
商
い
交
流
会
」

商
工
観
光
課

▼
職
務　

救
護
対
応
、監
視
業
務
な
ど

▼
資
格　

①
救
急
法
救
急
員
の
資
格

　

を
有
す
る
人
ま
た
は
指
定
す
る
講

　

習
会
を
受
講
で
き
る
人
、
②
パ
ソ

　

コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

▼
募
集　

１
人

▼
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
30

　

年
３
月
31
日

▼
勤
務
時
間　

週
５
日（
週
23
時
間
）

　

※
時
差
出
勤
に
よ
る
変
則
勤
務

▼
勤
務
先　

温
水
プ
ー
ル（
北
塩
屋
）

▼
報
酬　

月
額
８
万
円

▼
試
験
日　

３
月
10
日
㊎
予
定

▼
選
考
方
法　

面
接

▼
申
し
込
み　

３
月
３
日
㊎
ま
で
に

　

履
歴
書
を
温
水
プ
ー
ル
へ
提
出

温
水
プ
ー
ル
救
護
員
（
非
常
勤
）

温
水
プ
ー
ル
☎
53
・
０
４
５
０

※ 3月予定の主なものをお知らせします

お
知
ら
せ

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
使

用
料
は
人
員
割
制
で
す
。
家
族
の

人
員
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
組
合
長
ま
た
は
区
長
の
承
認

印
を
も
ら
い
、「
使
用
料
人
員
割
変

動
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
変
動
届　

上
下
水
道
課
と
各
組
合

　

長
宅
に
設
置
。市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※
出
生
と
死
亡
は
市
で
確
認
・
訂
正

　

を
し
ま
す
が
、
住
民
票
と
集
落
排

　

水
の
使
用
者
数
が
異
な
る
世
帯
は
、

　

別
に
変
動
届
が
必
要
で
す

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

使
用
料
人
員
割
変
動
届
の
提
出

上
下
水
道
課
☎
内
線
２
３
５

【
交
通
規
制
】

▼
と
き　

３
月
２
日
㊍

　
　
　
　

19
時
〜
21
時
30
分

▼
規
制
区
間　

神
宮
寺
交
差
点
〜
鵜

　

の
瀬
橋

【
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
】

▼
と
き　

小
浜
駅
発
17
時
45
分
（
満

　

車
に
な
り
次
第
出
発
）、竜
前
臨
時

　

駐
車
場
発
17
時
〜
18
時
50
分
（
随

　

時
運
行
）

▼
料
金　

小
浜
駅
・
神
宮
寺
間
は
片

　

道
８
０
０
円（
往
復
１
５
０
０
円
）

　

竜
前
臨
時
駐
車
場
・
神
宮
寺
間
は

　

片
道
２
０
０
円

※
帰
り
の
便
は
神
事
終
了
後
に
鵜
の

　

瀬
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
か
ら
出
発

お
水
送
り
交
通
規
制
・
バ
ス
運
行

商
工
観
光
課
☎
64
・
６
０
２
０

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審

な
電
話
に
関
す
る
相
談
が
、
多
数
市

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
電
話
が
か
か
っ
た
ら
、
慌
て
ず
、

一
旦
電
話
を
切
っ
て
、
家
族
や
消
費

生
活
相
談
室
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
事
例　

息
子
を
名
乗
る
者
か
ら
電

　

話
が
か
か
り
、「
か
ぜ
を
ひ
い
た
。

　

明
日
病
院
へ
行
こ
う
と
思
う
」と
、

　

声
の
違
い
を
不
自
然
に
思
わ
れ
な

　

い
よ
う
な
言
い
訳
を
使
い
、
息
子

　

に
な
り
す
ま
し
ま
す
。
翌
日
に
再

　

び
電
話
が
か
か
り
、「
会
社
の
金

　

を
使
い
込
ん
だ
。
金
を
貸
し
て
ほ

　

し
い
」
な
ど
と
現
金
の
振
り
込
み

　

を
要
求
し
て
き
ま
す

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
注
意
を

消
費
生
活
相
談
室
☎
53
・
１
１
４
０
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健
康
・
福
祉

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
項
目　

新
入
学
用
品
費
、
学

　

用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
修
学
旅

　

行
費
、
学
校
給
食
費
、
学
校
病
医

　

療
費
、
校
外
活
動
費

※
対
象
者
は
同
一
生
計
家
族
の
収
入

　

額
に
よ
っ
て
認
定
す
る
の
で
、
申

　

請
し
て
も
該
当
し
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
29
年
度
の
交
通
災

害
共
済
の
加
入
受
付
を
し
て
い
ま

す
。
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故

で
被
害
に
遭
っ
た
と
き
、
傷
害
の
程

度
に
よ
り
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
制

度
で
す
。ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　
随
時（
土
日
祝
日
除
く
）

▼
共
済
期
間
　
４
月
１
日
〜
平
成
30

　

年
３
月
31
日　

※
４
月
１ 

日
以
降

　

に
加
入
し
た
場
合
、
加
入
日
翌
日

　

か
ら
30
年
３
月
31
日

▼
共
済
掛
金
　
１
人
年
額
５
０
０
円

　
（
日
割
な
し
）

▼
加
入
資
格　

申
込
時
に
、
市
に
住

　

民
登
録
を
し
て
い
る
人

▼
加
入
方
法　

生
活
安
全
課
か
福
井

　

銀
行
の
県
内
各
支
店
に
、
申
込
書

　

と
共
済
掛
金
を
提
出

　

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
の
相
談
、

交
流
の
た
め
の
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま

す
。日
頃
の
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
、

仲
間
と
気
軽
に
話
せ
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
10
日
㊎

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
福
井
県
看
護
協
会（
福
井
市
）

▼
対
象　

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、

　

が
ん
に
関
心
が
あ
る
人

▼
内
容　

交
流
や
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト

　

メ
ン
ト
な
ど

▼
参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
詳
し
く
は
、
県
看
護
協
会
☎
０
７

　

７
６
・
54
・
８
６
２
０

　

市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

本
年
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
と
、

３
月
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の

お
祝
い
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
18
日
㊏
12
時
〜

▼
と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
ア
ー
バ
ン
ポ
ー

　

ト
（
白
鳥
）

▼
内
容　

食
事
会
と
お
楽
し
み
会

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み　

連
合
会
会
長
の
小こ

す
み角

　

さ
ん
☎
52
・
６
６
５
１

▼
申
込
期
限　

３
月
10
日
㊎

　

３
月
１
日
㊌
か
ら
７
日
㊋
は
「
子

ど
も
予
防
接
種
週
間
」
で
す
。

※
実
施
医
療
機
関
の
中
に
は
、
診
療

　

時
間
外
に
特
別
に
予
防
接
種
を
実

　

施
し
て
い
る
機
関
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

本
年
度
ま
だ
特
定
健
診
を
受
診
し

て
い
な
い
40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
は
、
県
内
の
指
定
医
療

機
関
で
個
別
に
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

県
内
指
定
医
療
機
関

　
（
詳
し
く
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

▼
受
診
期
限　

３
月
31
日
㊎

※
受
診
時
に
、
受
診
券
と
健
康
保
険

　

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
受
診
券
を
紛
失
し
た
人
に
は
再
発

　

行
し
ま
す
。
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

ク
ル
法
対
象
品
目
な
ど
は
対
象
外
）

※
雨
天
決
行
。
古
着
は
雨
に
ぬ
れ
な

　

い
よ
う
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
当
日
は
、
対
象
以
外
の
家
庭
ご
み

　

や
粗
大
ご
み
は
受
け
付
け
で
き
ま

　

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
燃
や
す
ご
み
の
減
量

化
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る

た
め
、
無
料
で
古
着
回
収
・
廃
小

型
家
電
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
18
日
㊏
９
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
谷
田
部
）

▼
対
象　
【
古
着
回
収
】
洗
濯
さ
れ
た

　

衣
類
全
般
（
下
着
、
靴
下
、
毛
布
、

　

ふ
と
ん
、タ
オ
ル
な
ど
は
対
象
外
）

　
【
廃
小
型
家
電
回
収
】
15
㌢
×

25
㌢

　

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
投
入
口
に
入
る

　

大
き
さ
の
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル

　

カ
メ
ラ
、電
子
手
帳
、ゲ
ー
ム
機
器
、

　

携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
電
卓
な

　

ど
の
廃
小
型
家
電（
電
池
、電
動
工

　

具
、パ
ソ
コ
ン
、Ｃ
Ｄ
な
ど
の
記
憶

　

媒
体
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
リ
サ
イ

経
済
的
に
就
学
困
難
な

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
支
援

教
育
総
務
課
☎
64
・
６
０
３
２

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

個
別
特
定
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
７

が
ん
サ
ロ
ン

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

子
ど
も
未
来
課

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

古
着
・
廃
小
型
家
電
の
回
収

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

　

相
続
し
た
不
動
産
の
相
続
登
記
が

さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。相
続
登
記
が
放
棄
さ
れ
る
と
、

不
動
産
の
所
有
者
の
把
握
が
困
難
に

な
り
、
空
き
家
問
題
を
深
刻
化
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
申
請　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が

　

亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
市
町
へ
の

　

固
定
資
産
税
の
納
付
義
務
者
届
出

　

だ
け
で
な
く
、
法
務
局
へ
相
続
登

　

記
の
申
請
を

相
続
登
記
を
忘
れ
ず
に

福
井
地
方
法
務
局
小
浜
支
局
☎
52
・
０
２
３
８

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
、
そ
の
家
族

の
皆
さ
ん
、
日
頃
の
悩
み
を
電
話
で

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
普
段
誰
に

も
言
え
な
い
こ
と
を
、
弁
護
士
や
医

師
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
12
日
㊐
10
時
〜
20
時

▼
と
こ
ろ　

チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏ（
津
島
）

▼
電
話
番
号　

52
・
７
２
３
１

※
相
談
無
料
。
面
談
相
談
も
可

※
詳
し
く
は
、
グ
ル
ー
プ
「
ポ
ケ
ッ

　

ト
に
夢
い
っ
ぱ
い
」
代
表
の
柴し

ば
た田

　

叔よ
し
こ子
さ
ん
☎
52
・
２
０
７
９

小
浜
・
子
ど
も
悩
み
１
１
０
番

教
育
総
務
課

【申請方法】

市民福祉課 2 番窓口に、以下の①②を持参のう
え、窓口に備え付けの申請書を提出

①必要書類
　有効期限が確認できる学生証のコピー（両面）
　または、申請年度に発行された在学証明書（原本）

②印鑑（認印）
※前年に仕事をしていて所得がある場合、離職
　票などが必要になることがあります

　国民年金に未加入の人や、学生納付特例な
どの手続きをせず、保険料が未納のままの人
は、万が一病気やけがなどで障がいが残った
場合に、障害年金が受けられないことがあり
ます。学生で、保険料を納めることが困難な
人は、必ず申請をしてください。

　日本国内に住んでいる20歳以上60歳未満の人は、
学生を含めて、すべて国民年金に加入しなければな
りません（厚生年金加入中の人を除く）。ただし、学
生は、「学生納付特例」の申請をして、承認されれば、
国民年金保険料の納付が猶予されます。学生納付特
例の期間は受給資格期間に含まれますが、将来受け
取る年金額には反映されません。10 年以内に納付（追
納）することで、この期間の老齢基礎年金を受け取
ることができます。申請は年度ごとに必要なので注
意してください。

国民年金保険料学生納付特例について

■問い合わせ　市民福祉課☎ 64・6018

■平成 29年度も引き続き学生の場合
　前年度に申請した場合も、改めて申請が必要です。
　4 月以降に申請をお願いします。
　ただし、4 月以降に日本年金機構から送付される
　ハガキ形式の申請書を提出した場合には、改めて
　市役所窓口に申請する必要はありません。

■さかのぼって申請できるようになりました
　平成 26 年 4 月から、保険料の納付期限から 2 年を
　経過していない期間（申請時点の 2 年 1 カ月前）につ
　いて、さかのぼって申請できるようになりました。
　※納付済み期間の申請はできません

受講料　1 万 4 千円（年間 20 回分。講座により教材費などは別途必要）
申込期限　3 月 31 日㊎（人数によっては開講できない場合あり）
※希望があれば託児をします（夜の部を除く）

【講座発表会】

働く婦人の家（咲
さ く ら

楽館）では、
本年度の講座発表会を開催
します。1 年間の学習の成
果をぜひご覧ください。

と　き　3 月 12 日㊐
　　　　9 時 30 分〜15 時
ところ　働く婦人の家（大手町）
入場料　無料
　　　　※ただし、お茶席の
　　　　　お茶券は350円、
　　　　　和菓子（いちご大
　　　　　福・さくら餅）づ
　　　　　くり体験は500 円
　　　　　（前売りのみ）
内　容　各講座の展示・体験・
　　　　 発表・お茶席など

■問い合わせ　働く婦人の家☎ 52・7002

時間帯 講座名 実施日 内容

午前の部
10 時〜12 時

料理 第 1・3 木曜 季節の食材を使う料理講座です

パッチワーク 第 2・4 土曜 基礎から学び、パッチワークを作ります

午後の部
13 時 30 分
　　〜
15 時 30 分

絵手紙 第 1・3 火曜 水彩画の楽しさ、描画の基本を学びます

和裁 第 1・3 土曜 一針一針縫う楽しみを味わえる着物作りです

ハワイアンキルト
第 2・4 土曜

アップリケが中心のキルティングを学びます

気功＆太極拳 健やかに安らかに心身の活力を高めます

夜の部
19 時 30 分
　　〜
21 時 30 分

ストレッチ 第 1・3 火曜 体をのばして心身ともリラックスできます

楽しいコーラス
第 1・3 水曜

腹式呼吸で楽しく歌ってストレス解消できます

やさしいヨーガ 無理のない動きと呼吸法で心と体を整えます

初級韓国語 第 1・3 木曜 基礎から学ぶやさしい韓国語講座です

着物着付 第 2・4 木曜 着付の基礎を学びます

茶道 第 2・4 金曜 茶道を通じて和の礼儀作法を学びます

働く婦人の家  平成 29 年度年間講座受講生募集！


